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２
７
１
名（
委
任
・
書
面
含
む
）出
席
し
全
８
議
案
可
決
承
認
！

第
74
回
通
常
総
会
開
催

　

５
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
に

お
い
て
、
第
74
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

正
組
合
員
２
８
５
名
の
内
、
本

人
出
席
25
名
、
書
面
議
決
を
合
わ

せ
て
２
７
１
名
が
出
席
の
も
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
来
賓
者
の
出

席
依
頼
を
控
え
た
開
催
と
な
っ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
農
業

功
労
者
の
授
賞
式
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、
常

勤
が
巡
回
し
、
感
謝
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
た
。

　

本
総
会
に
あ
た
り
、
坂
井
組
合

長
は
「
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
春
作

業
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
事
と
は

思
い
ま
す
が
、
強
風
、
干
ば
つ
等

の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
中
、
本
日

の
総
会
に
ご
出
席
頂
き
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
大
樹
町

長
酒
森
様
に
は
、
大
変
お
忙
し
い

な
か
ご
臨
席
賜
り
、
こ
こ
に
第
74

回
通
常
総
会
を
開
催
で
き
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
関
係
者
の
方
々

の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催
し
た
い
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
依
然
終

息
さ
れ
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

十
分
に
感
染
対
策
を
実
施
し
た
上

で
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
本

来
の
総
会
が
開
催
で
き
な
い
こ
と

を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、
大
樹
町

の
農
業
を
築
い
て
頂
い
た
農
業
功

労
者
の
方
々
に
一
昨
日
私
ど
も
が

一
戸
一
戸
直
接
訪
問
し
、
感
謝
の

意
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
の
農
業
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
雪
解
け
が
早
く
春

作
業
が
順
調
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り

酪
農
、
畜
産
、
畑
作
と
概
ね
良
好

な
年
と
な
り
ま
し
た
。
酪
農
に
お

い
て
は
、
良
質
粗
飼
料
の
収
穫
、

生
乳
生
産
量
は
前
年
対
比
３
・
６

％
を
上
回
る
１
２
０
，
９
６
９
ｔ

の
実
績
と
な
り
第
９
次
地
域
農
業

振
興
計
画
の
目
標
で
あ
り
ま
し
た

12
万
ｔ
の
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
個
体
販
売
に
お
い
て
も
夏

場
以
降
値
下
が
り
傾
向
と
な
り
ま

し
た
が
、
肉
用
牛
相
場
で
は
一
定

の
需
要
回
復
が
み
ら
れ
、
安
定
し

た
個
体
価
格
で
推
移
し
ま
し
た
。

畑
作
に
お
き
ま
し
て
も
、
小
麦
は

開
花
時
期
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
製

品
11
・
４
俵
と
過
去
最
高
の
収
量

を
記
録
し
た
ほ
か
、
総
じ
て
他
の

作
物
も
平
年
作
を
確
保
し
た
一
年

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
の

当
組
合
事
業
に
お
い
て
、
金
融
部

で
は
経
営
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
協

議
を
実
施
し
、
経
営
の
支
援
強
化

を
図
り
、
共
済
部
門
で
は
、
９
年

連
続
の
目
標
達
成
と
な
り
、
人
・

家
・
車
の
総
合
保
障
の
強
化
に
努

め
ま
し
た
。
後
継
者
対
策
に
お
い

て
は
農
業
経
営
塾
を
開
講
し
、
経

営
者
と
し
て
必
要
な
知
識
習
得
を

目
的
と
し
た
講
義
を
定
期
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
事
業
部
で
は
、
各

種
営
農
資
材
の
安
定
供
給
を
行
な

っ
た
ほ
か
、
消
火
器
を
は
じ
め
と

し
た
取
り
ま
と
め
購
買
推
進
を
図

り
、
農
機
車
両
で
は
、
車
検
台
数

の
確
保
に
努
め
た
ほ
か
、
整
備
施

設
の
改
修
や
設
備
の
導
入
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
総
合
管
理
部
門

で
は
、
人
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
、
不

祥
事
の
未
然
防
止
に
継
続
し
て
取

り
組
ん
だ
ほ
か
、
第
10
次
地
域
農

業
振
興
計
画
の
策
定
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本

年
の
取
扱
販
売
高
は
過
去
最
高
と

な
る
１
５
６
億
３
０
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
組

合
員
皆
さ
ま
の
日
々
の
ご
努
力
と
、

関
係
機
関
の
ご
指
導
の
賜
と
感
謝

あいさつするあいさつする
ＪＡ大樹町坂井組合長ＪＡ大樹町坂井組合長

議長の渡部亨規さん、金曽浩文さん議長の渡部亨規さん、金曽浩文さん

総会のようす総会のようす

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
本
来
で

あ
れ
ば
年
に
１
回
の
総
会
で
す
の

で
皆
さ
ま
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
全
議
案
可
決
決
定
し
て
頂
き

た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
極
力
時
間
を
短
縮
し
、
取
り

進
め
て
参
り
ま
す
。
本
日
は
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
開
会
挨
拶
。

　

議
長
に
金
曽
浩
文
さ
ん
（
開
進

農
事
組
合
）、
渡
部
亨
規
さ
ん
（
萠

和
農
事
組
合
）
を
選
出
し
議
事
に

入
っ
た
。

　

議
案
で
は
、
事
業
報
告
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金

処
分
案
、
事
業
計
画
な
ど
８
議
案

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
た
。



たいき3( )

農
業
功
労
賞
受
賞
者

農
業
功
労
賞
受
賞
者

日方　鈴木　千秋さん日方　鈴木　千秋さん

日方　鈴木　英博さん日方　鈴木　英博さん

日方　岩岡　健二さん日方　岩岡　健二さん

芽武　水野　政一さん芽武　水野　政一さん

各

種

共

励

会

受

賞

者

■
酪
農
経
営
改
善
共
励
会

◆
個
人
の
部

最
優
秀
賞	

萠　

和	

戸
田　

繁
樹

優

秀

賞	

開　

進	

㈱
北
守
牧
場

〃

	

振　

別	

㈱
エ
ン
ブ
レ
ム

－

Ｋ

〃

	

下
大
樹	

三
木　

隆
志

◆
奨
励
賞
の
部

特
別
改
善
奨
励
賞

�

尾　

田　

金
丸　

祥
吾

無
脂
固
形
量
奨
励
賞

�

中　

島　

（農）
マ
ジ
カ
ナ
フ
ァ
ー
ム

■
乳
牛
生
産
能
力
改
良
共
励
会

◆
個
人
の
部

最
優
秀
賞	

開　

進	

㈱
北
守
牧
場

優

秀

賞	
振　

別	

㈱
エ
ン
ブ
レ
ム

－

Ｋ

〃

	

石　

坂	

㈲
水
下
フ
ァ
ー
ム

〃

	

中　

島	
小
林　

孝
行

〃

	

下
大
樹	
三
木　

隆
志

■
乳
質
改
善
共
励
会

◆
個
人
の
部

最
優
秀
賞	

上
大
樹	

㈲
太
田
牧
場

優

秀

賞	

日　

方	

西
川　

重
穂

〃

	

石　

坂	

㈱
Ｊ

－

Ｐ
ｒ
ｏ

�

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
フ
ァ
ー
ム

〃

	

尾　

田	

姉
崎　

澄
男

〃

	

尾　

田	

天
野　

孝
治

〃

	

開　

進	

㈲
藤
原
牧
場

◆
団
体
の
部

最
優
秀
賞	

萠　

和	

萠
和
酪
農
部
会

■
和
牛
経
営
改
善
共
励
会

◆
繁
殖
素
牛
部
門

最
優
秀
賞	

拓　

北	

柚
原　

基
晴

◆
肥
育
販
売
部
門

最
優
秀
賞	

拓　

進	

岡
本　
　

透

■
畑
作
物
多
収
穫
共
励
会

◆
て
ん
菜

【
移
植
部
門
】

最
優
秀
賞	

拓　

進	

髙
松　

佑
樹

【
直
播
部
門
】

最
優
秀
賞	

拓　

進	

鈴
木　

和
昭

◆
秋
播
小
麦

最
優
秀
賞	

拓　

進	

髙
松　

佑
樹

◆
馬
鈴
し
ょ

【
生
食
の
部
・
加
工
の
部
・

�

澱
原
の
部
】

　

該
当
者
な
し

◆
豆　

類

⑴
大　

豆

奨

励

賞	

拓　

進	

岡
本　
　

透

⑵
小　

豆

奨

励

賞	

萠　

和	

白
石　

和
彦

⑶
大
手
亡

　

該
当
者
な
し

◆
園
芸
作
物

【
だ
い
こ
ん
の
部
】

　

該
当
者
な
し
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【広尾警察署　２－０１１０】

広尾警察署からのお知らせ
水難の防止 「夏の海 少しの油断が 事故のもと」

◆指定された遊泳区域内で、泳ぎましょう。

　遊泳禁止区域では、急な深みなどがあり多くの危険が潜んでいます。

　潮が沖に流れていく離岸流もあるので注意しましょう。

◆子供から目を離さないようにしましょう。

　波の力で倒れたり、沖に流される危険があります。

　保護者の方は、水辺で遊ぶ子供から目を離さず、近くにいるようにしましょう。

◆体調不良時や飲酒後は泳がないようにしましょう。

　体調不良時やお酒を飲んだ後は、呼吸が乱れやすく溺れる危険があるので泳がないようにしましょう。

◆釣りをする時は、必ず救命胴衣を着用しましょう。

　高波時の防波堤や滑りやすい岩場、流れが速い岸辺などには近づかず、安全な場所で行いましょう。

◆水上オートバイは遊泳区域に入らないようにしましょう。

　危険な運転はせず、必ず救命胴衣を装着して安全航行に努めましょう。

４４
作
物
を
作
付

作
物
を
作
付

青年部

ーー
1212
年
目
と
な
る
食
育
事
業
が
始
動
ー

年
目
と
な
る
食
育
事
業
が
始
動
ー

　

５
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
青
年

部
（
半
田
佑
介
部
長
）
で
は
、
小

学
校
３
年
生
の
児
童
を
対
象
に
小

学
校
食
育
事
業
を
行
な
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
今
年
で
12
年
目
を

迎
え
、
種
ま
き
か
ら
成
長
過
程
の

観
察
、
収
穫
体
験
を
通
じ
て
「
食
」

と
「
農
」
の
大
切
さ
や
農
業
の
魅

力
を
理
解
し
、
農
業
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
年
３
回
ほ
ど

行
な
っ
て
い
る
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
昨
年
度
同

様
に
部
員
の
指
導
の
も
と
、
児
童

た
ち
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
用
と
う
も
ろ
こ
し
（
ま
る
ホ

ッ
プ
・
イ
エ
ロ
ー
ホ
ッ
プ
）、
じ

ゃ
が
い
も
（
男
爵
・
ト
ヨ
シ
ロ
・

ピ
ル
カ
・
シ
ャ
ド
ー
ク
イ
ー
ン
）、

大
豆
（
黒
大
豆
・
茶
豆
・
白
毛
）

を
播
種
し
、
水
撒
き
を
行
な
っ
た
。

　

半
田
部
長
は
播
種
す
る
際
の
注

意
点
や
品
種
の
違
い
を
説
明
し
、

児
童
た
ち
は
色
の
違
う
じ
ゃ
が
い

も
や
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い

キ
ャ
ベ
ツ
の
種
の
小
さ
さ
に
驚
き

な
が
ら
も
和
気
あ
い
あ
い
と
播
種

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

今
後
は
成
長
具
合
を
見
な
が
ら

の
栽
培
管
理
や
収
穫
、
試
食
を
行

っ
て
い
く
予
定
。

半田部長による説明半田部長による説明

部員によるマルチ張り部員によるマルチ張り

楽しそうに種まきをしていました楽しそうに種まきをしていました��
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講座の様子講座の様子 講師の近藤量政氏講師の近藤量政氏

環
境
美
化
運
動

環
境
美
化
運
動

―
プ
ラ
ご
み
分
別
講
座
―

―
プ
ラ
ご
み
分
別
講
座
―

女性部

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
姉
﨑
美
紀
部
長
）

は
、
５
月
24
日
、
環
境
美
化
運
動

を
農
協
２
階
会
議
室
で
開
催
し
20

名
が
参
加
し
た
。

　

エ
ル
ダ
ー
・
ミ
ド
ル
の
事
業
だ

が
、
全
世
代
で
取
り
組
む
問
題
の

た
め
、
す
ず
ら
ん
会
の
部
員
へ
も

参
加
を
呼
び
か
け
全
部
員
参
加
型

へ
変
更
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
⑭
海
の
豊
か
さ
を

守
ろ
う
⑮
森
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
）

を
達
成
さ
せ
る
目
的
で
大
樹
町
役

場
住
民
活
動
係　

近
藤
量
政
氏
を

講
師
に
招
き
午
前
の
部
・
午
後
の

部
に
分
け
「
プ
ラ
ご
み
分
別
講
座
」

を
行
な
っ
た
。
事
前
の
申
込
時
に

ゴ
ミ
分
別
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や

知
り
た
い
こ
と
を
聞
き
取
り
講
座

で
回
答
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
町
の
ゴ
ミ

袋
が
値
上
げ
後
も
現
行
使
用
で
き

る
か
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
あ
り

有
意
義
な
講
座
と
な
っ
た
。
資
源

ゴ
ミ
が
有
料
の
ゴ
ミ
袋
で
捨
て
ら

れ
て
い
る
現
状
を
確
認
し
た
参
加

者
は
、
ゴ
ミ
分
別
の
大
切
さ
、
環

境
に
も
お
財
布
に
も
優
し
く
と
意

識
が
変
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
は
エ
コ
容
器

で
野
菜
を
育
て
る
栽
培
キ
ッ
ト
を

選
ん
で
も
ら
い
、
キ
ッ
チ
ン
で
育

つ
喜
び
や
癒
し
に
な
れ
ば
と
手
渡

し
た
。

　

資
料
請
求
を
希
望
し
た
部
員
に

は
資
料
と
花
の
種
（
コ
ス
モ
ス
）

を
郵
送
し
た
。

【
資
源
ご
み
分
別
ル
ー
ル
】

①
必
ず
洗
う

②
乾
か
す

大樹町ホームページに詳しく載っていますので是非ご覧ください
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エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で

は
、
５
月
17
日
、
定
例

交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

部
員
13
名
が
参
加
し
、

広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
大

丸
山
森
林
公
園
へ
行
き

エ
ゾ
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
を
鑑

賞
し
た
。

　

約
１
万
２
千
本
の
ツ

ツ
ジ
は
朱
色
の
花
が
ほ

ぼ
満
開
に
咲
い
て
い
た
。

　

晴
天
に
も
恵
ま
れ
青

空
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
綺
麗
だ
っ
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
町
外
で

エ
ル
ダ
ー
定
例
交
流
会

エ
ル
ダ
ー
定
例
交
流
会

―
３
年
ぶ
り
に
町
外
へ
―

―
３
年
ぶ
り
に
町
外
へ
―

女性部

の
交
流
会
は
気
分
も
開
放
的
と
な

り
マ
ス
ク
越
し
で
は
あ
っ
た
が
、

笑
顔
と
会
話
が
は
ず
ん
で
い
た
。

　

昼
食
は
場
所
を
移
し
豊
似
に
あ

る
「
夢
乃
館
」
で
距
離
を
取
り
な

が
ら
楽
し
く
お
弁
当
を
食
べ
た
。

　

各
自
、
感
染
対
策
を
取
り
な
が

ら
の
交
流
会
だ
っ
た
が
、
新
緑
の

中
で
の
深
呼
吸
や
色
と
り
ど
り
の

花
を
観
賞
し
充
実
し
た
１
日
と
な

っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
す
ず
ら
ん
会
（
山
下

陽
子
会
長
）
は
、
５
月
12
日
、
Ｊ
Ａ

会
議
室
に
お
い
て
親
睦
と
交
流
を
目

的
に
「
顔
合
わ
せ
会
」
を
開
催
し
、

９
名
の
部
員
が
参
加
し
た
。

　

新
役
員
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
年
間

活
動
内
容
の
確
認
、
視
察
研
修
旅
行

の
内
容
や
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
の
日
程

な
ど
を
決
め
た
。
感
染
対
策
と
し
て

弁
当
を
持
ち
帰
る
な
ど
会
食
は
控
え

た
。

　

最
後
に
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
行
な

い
勝
者
に
は
自
動
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

付
泡
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
を
会
長
か
ら
贈

呈
。
参
加
者
も
記
念
品
の
ハ
ン
ド
ソ

ー
プ
を
持
ち
帰
っ
た
。

○すずらん会に参加しませんか？
　酪畜・畑作農家さんのお嫁さんとして大樹町に嫁がれ
たかた。家業を継ぎに戻ってこられた娘さん。同世代で
交流をしませんか？気軽にご参加ください。お問い合わ
せは管理部企画管理課女性部事務局まで。（☎6-3131）

　

大
樹
町
農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
（
坂

井
正
喜
理
事
長
）
で
は
、
５
月
11
日

に
Ｊ
Ａ
大
樹
町
大
会
議
室
に
て
第
１

回
全
体
会
議
を
行
な
っ
た
。

  

事
務
局
含
む
17
名
が
参
加
の
も
と
、

坂
井
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま

り
、
令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
、
収

支
決
算
書
の
内
容
説
明
、
令
和
４
年

度
の
事
業
計
画
（
案
）、
収
支
予
算
（
案
）

を
守
澤
セ
ン
タ
ー
長
が
報
告
し
た
。

　

最
後
に
穀
内
和
夫
副
理
事
長
が
「
こ

こ
２
年
間
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
思
う
よ

う
な
活
動
は
出
来
な
か
っ
た
わ
け
で

す
が
、
今
年
に
つ
き
ま
し
て
は
以
前

の
よ
う
な
活
動
を
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
後
継
者
に
対
し
て
担

い
手
の
後
押
し
を
し
て
頂
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。」
と
閉
会
の
あ
い
さ
つ

で
締
め
く
く
っ
た
。

　

和
牛
生
産
改
良
組
合
（
岡
本
透

組
合
長
）
で
は
、
４
月
27
日
、
第

44
回
定
期
総
会
を
昨
年
同
様
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
書
面
議
決
に
て
開
催
し
た
。

　

組
合
員
34
戸
中
33
戸
よ
り
書
面

議
決
書
が
提
出
さ
れ
、
議
案
第
１

号
令
和
３
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
・
監
査
報
告
に
つ
い
て

賛
成
33
戸
、
反
対
０
戸
、
議
案
第

２
号
令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
賛
成
33
戸
、
反
対
０
戸
、
議
案

第
３
号
令
和
４
年
度
組
合
費
の
徴

収
に
つ
い
て
賛
成
33
戸
、
反
対
０

戸
と
３
議
案
全
て
が
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

会話を楽しむ参加者会話を楽しむ参加者

ツツジの前で記念撮影ツツジの前で記念撮影

会議のようす会議のようす

盛り上がったじゃんけん大会盛り上がったじゃんけん大会

女性部

す
ず
ら
ん
会

す
ず
ら
ん
会

顔
合
わ
せ
会

担
い
手
セ
ン
タ
ー

担
い
手
セ
ン
タ
ー

��

全
体
会
議

全
体
会
議

和
牛
生
産
改
良
組
合

和
牛
生
産
改
良
組
合

��

定
期
総
会

定
期
総
会
（
書
面
議
決
）

（
書
面
議
決
）
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普及センター技術情報 

 

十勝農業改良普及センター十勝南部支所 

１ 
繊
維
の
消
化
性
評
価 

乳
牛
の
餌
の
お
よ
そ
７
割
は
炭
水
化
物

（
糖
・
デ
ン
プ
ン
・
繊
維
な
ど
）
で
あ
り
、

乳
牛
（
お
よ
び
ル
ー
メ
ン
内
微
生
物
）
に
と

っ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
り
ま
す
。
炭

水
化
物
の
お
よ
そ
半
分
は
繊
維
で
あ
り
、

繊
維
の
質
（
消
化
の
し
や
す
さ
・
し
に
く
さ
）

と
量
を
把
握
し
、
栄
養
管
理
に
活
か
す
こ

と
は
、
乳
牛
の
健
康
増
進
と
生
産
性
に
大

き
く
貢
献
し
ま
す
。
粗
飼
料
分
析
結
果
に
、

消
化
で
き
る
繊
維
を
評
価
す
る
項
目
が
加

わ
り
、
自
給
飼
料
の
繊
維
の
消
化
速
度
を

よ
り
正
確
に
飼
料
設
計
に
組
み
入
れ
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

新
た
な
繊
維
の
評
価
項
目
（
図
１
）
は
、

Ｎ
Ｄ
Ｆ
消
化
率
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
）
で
、
こ
れ
は

試
験
管
内
で
ル
ー
メ
ン
内
微
生
物
に
よ
る

繊
維
の
消
化
率
を
調
べ
た
も
の
で
す
。
培

養
時
間
が
240
時
間
を
経
過
し
て
も
消
化
で

き
な
い
部
分
が
「
不
消
化
Ｎ
Ｄ
Ｆ
」（
図
で

は
13.2
％
）
で
、
食
べ
て
も
乳
に
な
ら
な
い

の
は
こ
の
不
消
化
Ｎ
Ｄ
Ｆ
が
多
い
こ
と
が

一
つ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

２ 

生
産
現
場
の
事
例 

繊
維
の
消
化
速
度
と
乳
生
産
の
関
係
を

生
産
現
場
の
事
例
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

事
例
農
場
で
は
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
給
与
し
て
い
ま

す
。
乳
量
と
乾
物
摂
取
量
を
モ
ニ
タ
ー
し
、

乳
量
の
低
下
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
グ
ラ

ス
サ
イ
レ
ー
ジ
を
減
ら
し
、
ビ
ー
ト
パ
ル

プ
を
増
や
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
乾

物
摂
取
量
は
増
加
す
る
も
の
の
、
乳
量
は

思
う
よ
う
に
向
上
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
む

し
ろ
軟
便
を
呈
す
る
牛
が
増
え
て
い
ま
し

た
。
同
農
場
に
お
け
る
Ｔ
Ｍ
Ｒ
全
体
の
繊

維
の
消
化
速
度
と
乳
量
の
関
係
を
図
２
に

示
し
ま
し
た
。
消
化
速
度
が
５
％
を
超
え

る
と
乳
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
乾
物
摂
取
量
は

向
上
し
た
も
の
の
ル
ー
メ
ン
内
で
の
滞
留

時
間
が
短
く
、
微
生
物
へ
の
栄
養
供
給
が

制
限
さ
れ
た
こ
と
が
、
乳
量
低
下
の
原
因

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
自

給
飼
料
の
割
合
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、

乳
量
を
安
定
的
に
確
保
し
て
い
ま
す
。 

繊
維
の
消
化
性
と
乳
生
産
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
飼
養
管
理
方
法
も
含
め
て
、
ま
だ

ま
だ
議
論
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
、
本
事

例
か
ら
伺
え
ま
す
。 

 

（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
消
化
率
が
示
す
意
味
） 

少
し
む
ず
か
し
い
話
し
で
す
が
、
繊
維

の
消
化
率
が
高
い
ほ
ど
、
乾
物
摂
取
量
が

増
え
、
さ
ら
に
自
給
飼
料
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
量
が
増
加
す
る
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
す
な
わ
ち
濃
厚
飼
料
の
給
与
量
を

減
ら
し
て
も
乳
生
産
の
向
上
が
期
待
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
粗

飼
料
分
析
を
定
期
的
に
実
施
し
、
消
化
し

な
い
繊
維
が
多
い
場
合
は
、
収
穫
時
期
ま

た
は
草
地
の
植
生
を
見
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
細
切
し

な
い
長
い
繊
維
を
給
与
し
て
い
る
農
場
で

は
と
く
に
重
要
で
す
。 

                         

                         

配
合
飼
料
な
ど
の
生
産
資
材
価
格
が
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
水
準
で
高
騰
を
続
け
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、

自
給
飼
料
の
チ
カ
ラ
を
し
っ
か
り
と
評
価

し
、
そ
の
あ
り
方
を
再
考
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

自
給
飼
料
の
あ
り
方
を
再
考
す
る 

～
繊
維
の
消
化
性
に
つ
い
て
考
え
る
～ 

  

事例農場における自給飼料の繊維の消化速度とその幅 

図２ 生産現場での事例（ケーススタディ） 

繊維の消化速度は早いが乳量は増加していない。ルーメン内滞留時間の短いことが、ルーメン内微生物への栄

養供給量を制限していると推察された。自給飼料の繊維の消化性を考慮した組合せが必要と考えられる。 

ビートパルプ増給・軟便 

図１ 繊維の評価項目（粗飼料分析結果報告書（十勝農協連農産化学研究所）より抜粋（作図）） 

グラフで表すと・・・ ⇒ 

NDF65.3%のグラスサイレージ 

管理乳量：２産次・検定日数150日・４月分娩を基準に補正した乳量 

消化の早いものに消化の遅いものを組み合わせる 

もりもり食べるが乳にならない 

十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
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新
入
職
員
紹
介

新
入
職
員
紹
介

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
４
回 

５
／
27

★
報
告
事
項

１　

令
和
３
年
度
中
小
酪
農
経
営
等
生
産
基
盤

維
持
・
強
化
対
策
事
業
の
実
施
結
果
に
つ

い
て

２　

令
和
３
年
度
環
境
負
荷
軽
減
型
酪
農
経
営

支
援
事
業
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

３　

十
勝
酪
農
畜
産
対
策
協
議
会
第
１
回
全
体

委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

４　

農
作
物
生
育
状
況
定
期
調
査
結
果
に
つ
い
て

５　

令
和
４
年
度
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
（
機
械
導

入
事
業
）
の
申
請
に
つ
い
て

６　

内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

７　

職
員
の
特
別
休
暇
に
つ
い
て

８　

職
員
の
復
職
に
つ
い
て

９　

職
員
の
採
用
に
つ
い
て

10　

令
和
４
年
度
大
樹
町
家
畜
品
評
会
乳
牛
の

部
の
実
施
内
容
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

令
和
４
年
度
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

令
和
３
年
度
業
務
報
告
書
の
行
政
庁

提
出
に
つ
い
て�

協
議
・
承
認

第
３
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

農
協
懇
談
会
の
意
見
集
約
に
つ
い
て

�

協
議

北き
た

脇わ
き

　
貴た

か

史し

所　
　

属　

営
農
部 

生
産
改
良
課

生
年
月
日　

昭
和
63
年
4
月
9
日

出

身

地　

旭
川
市

最
終
学
歴　

旭
川
農
業
高
校

　
　
　
　
　

農
業
科
学
科

趣　
　

味　

映
画
鑑
賞

抱　
　

負　

大
樹
町
の
牛
を
１
頭

で
も
多
く
人
工
授
精
で
と
め
、
組

合
員
皆
さ
ま
の
力
に
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
�
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a

辞
令
交
付

赤　

川　

里　

実

�

事
業
部　

生
産
資
材
課

北　

脇　

貴　

史

�

営
農
部　

生
産
改
良
課
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10,164

9,804

10,127
10,001

9,170

10,254

10,481

10,134 10,153

10,406
10,327

9,97010,048

9,707

令和４年度５月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2021年度）

生産乳量（2022年度）

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2021年度

2022年度

（ ）書きは前年度単価

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000

400,000

350,000
3/3 3/17 4/6 4/21 5/11 5/26 6/9 7/21 8/25 9/7 9/22 10/5 10/20 11/2 11/24 12/15 1/12 2/2 2/21

(934,887)(934,887) (730,881)(730,881) (711,370)(711,370) (616,157)(616,157) (739,322)(739,322) (589,050)(589,050) (355,667)(355,667) (617,145)(617,145) (562,525)(562,525)
(793,144)(793,144) (901,426)(901,426) (907,751)(907,751) (740,785)(740,785) (648,256)(648,256) (628,176)(628,176) (646,406)(646,406) (563,032)(563,032) (604,450)(604,450) (645,150)(645,150)

（円）
大　　樹

648,175648,175

600,804600,804

613,107613,107

579,543579,543

543,867543,867

477,675477,675

肉用牛（黒毛和種）

2022年度去勢

2022年度雌

2021年度去勢

2021年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/141/1712/711/810/129/138/177/126/155/164/123/9

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

796,258796,258
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699,170699,170
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

７
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

６
月
号
の
応
募
者
は
19
名
で
、
18
名
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

６月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ラ ベ ン ダ ー
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
上
大
樹

）
髙　

橋　

真　

衣
さ
ん

（
鏡
町
）
今　

村　

佳　

子
さ
ん

（
東
和
）
森　

田　

光　

則
さ
ん

（
東
和
）
髙　

場　

得　

光
さ
ん

（
振
別
）
瀬　

川　

勝　

子
さ
ん

（
日
方
）
西　

川　

鳳　

矢
さ
ん

（
中
島
）
半　

谷　

優　

花
さ
ん

（
拓
北
）
い
ず
み　

あ
ん
り
さ
ん

（
美
成
）
小　

島　
　
　

唯
さ
ん

（
豊
里
）
牧　

田　

陽　

子
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
前
の
反
対
側

③
梅
雨
が
明
け
れ
ば
夏
本
番
。

が
増
し

ま
す

⑥
神
社
で
神
事
に
奉
仕
す
る
女
性

⑦
土
用
干
し
を
す
る
漬
物

⑧
窒
素
（
78
％
）、
酸
素
（
21
％
）
な
ど
が

含
ま
れ
ま
す

⑩
音
を
聞
き
取
る
器
官

⑫
波

を
上
げ
て
船
が
進
む

⑭
七
夕
飾
り
や
短
冊
を
つ
る
し
ま
す

⑯
カ
ブ
ト
ム
シ
が
集
ま
る
木
の
一
つ

⑱
歌
謡
曲
な
ど
の
前
奏
の
こ
と

⑳
唱
歌
「
夏
の
思
い
出
」
の
歌
詞
に
出
て
く

る
地
名

㉒
継
続
は

な
り

㉓
列
車
を
走
ら
せ
る
た
め
に
敷
き
ま
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
７
月
の
第
３
月
曜
日
は

の
日
。
国
民

の
祝
日
で
す

②
お
遍
路
さ
ん
が
巡
り
ま
す

③
ム
チ
と
の
使
い
分
け
が
大
切

④
開
く
と
花
が
咲
き
ま
す

⑤
そ
う
め
ん
を
ゆ
で
て
い
る
途
中
に
入
れ
る

人
も
い
ま
す

⑦
泳
げ
な
い
人
の
強
い
味
方

⑨
夏
の
土
用
の

の
日
に
は
ウ
ナ
ギ
を
食

べ
る
と
良
い
と
い
わ
れ
ま
す

⑪
輪
島
や
呼
子
の
も
の
が
有
名

⑬
蚕
の
繭
か
ら
作
る
繊
維

⑮
鉄
が
さ
び
る
の
は
こ
の
化
学
変
化
に
よ
る

も
の
で
す

⑰
京
都
の
夏
を
彩
る

祭

⑲
酔
う
と
こ
の
猛
獣
に
な
る
人
も

㉑
１

－

１
＝
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

下大樹

いしばし ゆあさん (？歳 )
日 向 花さん (６歳 )

中　島

半谷　優花さん (６歳 )

鏡　町

ココさん。さん (６歳 )

拓　北

いずみ あんりーさん

　　　　　 (７歳と５歳 )


